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すべての子どもたちが
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○代表挨拶~立ち上げた経緯~
　　私が児童養護施設と初めて出会ったのは、大学

2年の秋でした。大学に行く事も、親と生活する事

も当たり前の環境で育った私にとって、塾に行きた

くても行けない、親と生活するのも当たり前ではな

い、子どもによっては 3 食しっかり食べられる事だ

けでも以前の生活よりも良いと思う子どももいる環境は、これまでの自分が育った環境と

は著しく異なり、大変衝撃を受けました。それと同時に、私がいかに狭いコミュニティー

に生きてきたのか、また社会がいかに分断されてもう一方の社会の現状を見えなくしてい

るのかを実感しました。

　大学全入時代といわれる一方で、大学に行きたくても行けない子どもがいる。

　公教育の負担増により、「学習」の面での公教育の地位が低くなっていく中で、塾や私

立学校などの私立の教育機関との差が広がる中で、塾や私立教育の恩恵を受ける事は難し

く、学習遅れとなってしまう児童がいる。学習遅れや、進学をあきらめる事によって、将

来の選択肢が狭まってしまう。貧困の連鎖。

　私は、大学に行く事が当たり前な環境にいました。勉強や受験に困難を覚えた時には、

塾に頼るのが当たり前な環境にいました。恵まれている事は決して悪い事ではないです。

むしろ、幸せな事で誇りを持つべきです。ただ、恵まれているが故に、見えてこない事実

や、気付かない現状があります。

　私は、この現状に気付いた一人の人として、私ができる事はないか考えました。そして、

3keys を立ち上げることを決意しました。私たちができる事はほんの小さな事かも知れな

い。でも、小さな力でも貸す事が出来るならばと思い、この 3keys を立ち上げました。

　学ぶ権利をもたない子どもはいません。

　すべての子どもたちが学ぶ機会に出会い、自らの可能性に気づき、希望をもてる社会を

目指して 3keys は児童養護施設に学習ボランティア派遣による学習支援を行います。

3keys 代表　森山誉恵



○児童養護施設とは

　児童養護施設は 2歳～ 18 歳の何らかの事情で親と生活が出来ない子どもたちが

生活する施設です。※ 1

　児童養護施設に入所する子どもの主な背景には、虐待、貧困、親の精神疾患があ

ります。近年は、特に虐待が背景となって児童養護施設にくる子どもたちの割合が

増加しています。

　児童養護施設では、子どもたちの基本的な生活環境をつくるという家庭に代わる

役割だけでなく虐待や親子の分離による傷のケア、自立に向けた訓練に加え、学習

や進学のケアなどたくさんの役割を担うことが必要とされています。（図 1参照）

　しかし、職員一人あたり、子ども 4人～ 6人を担当しているため、これらすべて

の役割を十分に担うことはとても困難な状況であるといえます。

※ 1　全国には、児童養護施設が 575 施設あり、約 3万人の児童が生活をしています。
東京都には、児童養護施設が 57 施設あり、約 6千人の児童が生活をしています。
子どもたちの 99.7％は両親、またはどちらかの親がいます。
（平成 14 年厚生労働省の調査より）
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現状 結果

家庭

・虐待（育児放棄含む）、貧困
　自己肯定感の育まれにくい環境
　学習にとりくめる環境ではない
　不登校

・学習習慣が身につかない
・学習遅れになりやすい
・基礎学力に穴が多い

一時保護所

・外出禁止（学校もいけない）
・足りない学習サポート
・被虐待増加による、一時保護所での
　滞在期間の長期化

・学習が大幅に遅れてしまう

転校 ・環境の変化
・教科書や指導方法の変化

・更に学習遅れになりやすい

児童養護施設

・職員は学習のサポートがしづらい
　職員一人当たり子ども 4人～ 6人を担当
　過剰な業務量で生活ケアだけで手一杯
・足りない学習費用
　学習が遅れていても塾や家庭教師を
　頼めない

・遅れを取り戻す事が難しい
・他の生徒との差が広がる
・学習への劣等感が生じる
・更なる自己否定感につながる

○ 3keys の問題意識～児童養護施設における学習遅れ～

　児童養護施設に来る子どもたちは、様々な困難な環境に置かれることで、学習

遅れになりやすいという状況があります。（表 1参照）

　社会福祉法人東京都社会福祉協議会『児童部会 紀要 平成 16 年度版』によると、

現在子どもが抱えている問題として学業不振が最も高い割合となっており、子ど

もたちの学習遅れは児童養護施設において大きな課題となっています。

　家庭の問題や一時保護所での問題など、環境的要因によって学習が遅れたこと

だけが子どもたちの進学や就職先の機会を狭めているわけではありません。

子どもたちは「自分がバカだから」「自分はどうせできないから」と思ってしまい、

それが、更なる自己否定感や、学習に対する劣等感につながることが多くあります。

　様々な環境的な壁にぶつかり葛藤してきた子どもたちが、児童養護施設に来て

もなお職員の方々の過酷な労働条件による忙しさや、施設への支援不足などが原

因で学習遅れを解消することが難しい現状に、3keys は問題意識をもっています。

表 1　児童養護施設の子どもたちが置かれる 4つの困難




